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「真の豊かさとは何か」
～里山・くずまきからの挑戦～

㈱日本総合研究所 主席研究員　藻
も

谷
たに

 浩介 氏

記 念 講 演
鈴木町長から優良商工業者賞の表彰を受ける受賞者

広報くずまき・平成29年３月１日広報くずまき・平成29年３月１日〔２〕〔２〕

　

大
会
後
、㈱
日
本
総
合
研
究
所（
東

京
都
）
の
藻
谷
浩
介
主
席
研
究
員
を

講
師
に
迎
え
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
講
師
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
講

演
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

藻
谷
さ
ん
は
昭
和
39
年
、
山
口
県

生
ま
れ
。
平
成
の
大
合
併
前
の
約
３

２
０
０
市
町
村
の
全
て
を
ほ
ぼ
私
費

で
訪
問
し
た
経
験
を
持
ち
、
地
域
振

興
や
人
口
減
少
問
題
に
関
し
て
精
力

的
に
研
究
し
、
全
国
で
講
演
活
動
を

展
開
。
統
計
数
字
や
地
域
特
性
を
詳

し
く
把
握
し
た
上
で
、
当
該
地
域
の

抱
え
る
問
題
点
を
解
析
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
「
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
〜
里
山
・

く
ず
ま
き
か
ら
の
挑
戦
〜
」
と
題
し

産業振興へ決意新た

■
優
良
農
家
等
表
彰
（
優
良
生
乳
生
産
者
）

落
合
隆
一（
星
野
）　

千
葉
昭
吉（
小
屋
瀬
）

根
木
茂
一
（
江
刈
馬
渕
）

■
優
良
農
家
等
表
彰
（
年
間
平
均
最
高
乳

価
生
産
者
）　

根
木
茂
一
（
江
刈
馬
渕
）

■
優
良
農
家
等
表
彰
（
乳
量
増
加
生
産
者
）

藤
岡
俊
策
（
田
代
）

■
優
良
農
家
等
表
彰
（
和
牛
子
牛
最
高
販

売
額
生
産
者
）　

雌
子
牛
＝
東
舘
光
夫（
吉

ケ
沢
）　

去
勢
牛
＝
中
家
学
（
吉
ケ
沢
）

■
優
良
農
家
等
表
彰
（
共
進
会
入
賞
者
）

東
日
本
デ
ィ
リ
ー
シ
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン　

中
六
角
保
広
（
中
村
）

■
優
良
農
家
等
表
彰
（
山
ぶ
ど
う
栽
培
優

良
生
産
者
）　

髙
山
正
（
星
野
）

■
優
良
農
家
等
表
彰

（
葉
た
ば
こ
栽
培
優
良
生
産
者
）

里
澤
孝
（
星
野
）　

元
村
章
子
（
元
木
）

■
農
産
物
・
花
き
共
進
会
（
金
賞
）

▽
ほ
う
れ
ん
そ
う
＝
川
原
タ
カ
（
名
前
端
）

■
花
き
共
進
会
（
金
賞
）

▽
り
ん
ど
う
＝
瀧
渡
正
吾
（
吉
ケ
沢
）

■
造
林
・
育
林
・
間
伐
共
進
会（
最
優
秀
賞
）

▽
造
林
＝
和
野
省
助
（
新
町
）　

▽
育
林
＝
里
見
幹
雄
（
車
門
）

▽
間
伐
２
＝
戸
花
豪
紀
（
橋
場
）

■
商
工
業
振
興
功
労
者

▽
く
ず
ま
き
商
業
協
同
組
合

　

く
ず
ま
き
商
品
券
や
ニ
コ
ち
ゃ
ん
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
の
発
行
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実

施
な
ど
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
寄
与

■
優
良
商
工
業
者
（
く
ず
ま
き
商
品
券
の

年
間
取
扱
高
上
位
３
者
）

▽
㈲
と
り
い　

▽
㈲
上
遠
野
工
務
店

▽
㈲
コ
ン
ケ
イ

■
優
良
商
工
業
者
（
く
ず
ま
き
商
品
券
の

年
間
取
扱
高
伸
び
率
上
位
３
者
）

▽
㈲
竹
花
モ
ー
タ
ー
ス　

▽
三
吉

▽
企
業
組
合
オ
ア
シ
ス

■
優
良
商
工
業
者
（
ニ
コ
ち
ゃ
ん
ポ
イ
ン

ト
年
間
ポ
イ
ン
ト
発
行
高
上
位
３
者
）

▽
㈲
上
遠
野
工
務
店

▽
ス
ー
パ
ー
み
う
ら　

▽
㈱
近
誠

■
優
良
商
工
業
者
（
ニ
コ
ち
ゃ
ん
ポ
イ
ン

ト
年
間
ポ
イ
ン
ト
発
行
高
伸
び
率
上
位
３
者
）

▽
㈲
江
田
建
築　

▽
㈲
鍋
金
商
店　

▽
近
亀

■
優
良
商
工
業
者
（
快
適
な
住
ま
い
づ
く

り
応
援
事
業
実
績
上
位
３
者
）

▽
㈲
上
遠
野
工
務
店　

▽
福
井
塗
装

▽
久
多
良
建
設

  

町
産
業
振
興
協
議
会
長
表
彰

  

受
賞
者
の
ご
紹
介
（
敬
称
略
）

　

町
産
業
振
興
協
議
会
（
会
長
・
鈴

木
重
男
町
長
）
主
催
の
平
成
28
年
度

町
産
業
振
興
大
会
は
２
月
14
日
、
グ

リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
農
林

業
や
商
工
業
関
係
者
な
ど
約
90
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
冒
頭
で
鈴
木
町
長
は
「
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

積
極
的
な
雇
用
の
確
保
と
子
育
て
支

援
が
大
事
。
今
後
も
産
業
振
興
は
も

ち
ろ
ん
、
移
住
定
住
施
策
も
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
高
橋
達
也
盛
岡
広
域
振
興
局
副

局
長
、
中
崎
和
久
町
議
会
議
長
の
祝

辞
の
後
、
優
良
農
家
や
各
種
共
進
会

入
賞
者
、
商
工
業
の
振
興
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
町
の
基
幹
産
業
の
有

望
な
担
い
手
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
新
規
就
業
者
7
人
が
紹
介
さ
れ
、

出
席
し
た
酪
農
業
の
鈴
木
崇
さ
ん
が

経
営
目
標
な
ど
を
述
べ
、
会
場
か
ら

励
ま
し
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
県
農
業
農
村
指
導
士
」

に
新
規
認
定
さ
れ
た
橘
秀ひ

で

子こ

さ
ん
と
、

「
県
青
年
農
業
士
」
に
新
規
認
定
さ

れ
た
折
元
大ひ

ろ

樹き

さ
ん
の
２
人
が
紹
介

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
協
議
会
副
会
長
の
藤
岡
俊

策
さ
ん
が
「
今
こ
そ
関
係
者
の
英
知

を
結
集
し
、
担
い
手
の
育
成
や
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
地
域
産

業
の
振
興
を
図
り
、
一
歩
先
に
進
ん

だ
葛
巻
型
の
産
業
を
構
築
し
よ
う
」

と
大
会
決
議
を
提
案
。
出
席
者
全
員

が
賛
同
し
、
町
の
産
業
振
興
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。　

 決意表明［新規就業者］
酪農業　鈴木　崇さん

（29歳、小屋瀬）
　昨年５月に就農した。
自分が思い描く酪農が実
現できるよう一日一日頑
張っていきたい。

 決意表明［県農業農村指導士］
酪農業　橘　秀子さん

（45歳、江刈馬渕）
　先輩方を手本とし「農
業の魅力」を女性からの
視点で伝えていけるよう
頑張っていきたい。

酪農業　折元 大樹さん
（35歳、遠矢場）

　農業青年として若さを
生かし、葛巻町の農業が
さらに発展するよう頑張
っていきたい。

 決意表明［県青年農業士］

た
今
回
の
講
演
で
は
、
首
都
圏
や
県

内
自
治
体
の
人
口
動
態
の
デ
ー
タ
を

示
し
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
少
子
高

齢
化
が
進
む
深
刻
な
状
況
を
解
説
。

「
都
会
は
若
者
が
多
い
と
い
う
の
は

昔
の
話
。
イ
メ
ー
ジ
は
事
実
と
違
い
、

常
に
事
実
を
数
字
で
確
認
し
な
い
と

間
違
え
る
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

若
者
が
戻
ら
な
い
地
域
の
共
通
点

と
し
て
「
何
も
な
い
」
と
「
当
た
り

前
」
が
口
癖
と
指
摘
。「
よ
そ
者
か

ら
見
れ
ば
、
葛
巻
に
は
豊
か
な
自
然

や
お
い
し
い
水
な
ど〝
あ
り
が
た
い
〞

も
の
が
豊
富
に
あ
る
。
町
民
全
体
の

意
識
を
改
革
し
、
誰
も
が
住
む
理
由

を
堂
々
と
言
え
る
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

消防体制さらに充実
第６分団に新車両と新屯所
＝全分団の車両更新が完了＝

　１月29日、小田地区を管轄する町消防団
の第６分団（丹内久男分団長、分団員11人）
に小型動力ポンプ積載車が町から交付されま
した。今回の交付は、既存の車両の老朽化に
よる更新で、車両にはエンジンカッターや
チェーンソー、発電機などの救助資機材が搭
載されています。同分団への交付で、町消防
団全分団の車両更新が完了しました。
　この日は、小田林業研修センター前に移転
新築された第６分団屯所の引き渡し式も行わ
れ、鈴木重男町長は「第６分団の活動の拠点
となり、北部地域一帯の安全確保のために有
効活用していただきたい」とあいさつ。丹内
分団長は ｢安心・安全のまちづくりのために、
より一層消防団活動に努め、ポンプ操法につ
いてもさらに栄光をつかめるよう鍛錬を重ね
る｣ と決意を新たにしました。
■第６分団新屯所概要

▽建築面積　154.32㎡　 ▽床面積　109.30㎡

▽特徴　豊富な収納スペース、屋内・屋外両用ト
イレ、雨天時ホース乾燥スペースの確保（軒下）、
地域活動の休憩場所など多目的に利用

小
田
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
前
（
小
田
保
育
園
跡
地
）
に

移
転
新
築
さ
れ
た
第
６
分
団
の
屯
所

新車両の配属書を受け取る丹内分団長

平成28年度 葛巻町産業振興大会


